
いきものコレクションアプリ・生物のデータ解析等を通じた

『生物多様性保全を社会の当然に』をめざす取り組みの紹介
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自己紹介
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株式会社バイオーム
代表取締役：藤木庄五郎

2017年3月 京都大学大学院博士号(農学)取得
2017年5月 (株)バイオーム設立、代表取締役就任
2022年1月 環境省2030生物多様性枠組実現日本会議

行動変容WG 専門委員

⚫ 森林生態学研究者
⚫ 2年間ボルネオ島ジャングルでキャンプ生活
⚫ 「Innovators Under 35 Japan 2021」35歳未満のイノベーターの1人に選出
⚫ TNFDデータカタリスト、TNFDフォーラム参画
⚫ CBD COP15参加

自己紹介
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COP15にて
生物多様性条約事務局長ムレマ氏と



今日の目標
「何をすればいいか分からない」を解消
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まずは
背景・課題の確認

5©2022BIOME INC.



COP10 愛知目標（～2020）

愛知目標評価の発表「目標達成度は１割」

内包する要素をすべて達成まで満たした目標は20個中ゼロ
愛知目標20目標を分解すると60要素。要素が達成された判断できるのは７要素のみ

https://www.nacsj.or.jp/2020/09/21770/
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COP15 昆明・モントリオール生物多様性枠組（～2030）

⚫ ターゲット３：
2030年までに陸上と海域の30％を保護（30y30）

→OECM (Other effective area-based 
conservation measures)

⚫ ターゲット15：
情報開示、バリューチェーンでの取り組み

→TNFD (Taskforce on Nature-related Financial 
Disclosures)

ネイチャーポジティブに向けての目標設定
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生物多様性の危機
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第1の危機（開発など人間活動による危機）
土地利用、乱獲・盗掘
→OECM、TNFD、ESG投資、SDGs、グリーンインフラ etc

第2の危機（自然に対する働きかけの縮小による危機）
里地里山の劣化
→コミュニティの活性化

第3の危機（人間により持ち込まれたものによる危機）
外来種、農薬
→外来種アラート、害虫アラート、農薬規制

第4の危機（地球環境の変化による危機）
気候変動
→影響評価、現状把握
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生物多様性保全の課題
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1. 生物のデータ化（数値化）

2. 市民・企業の認知向上・行動変容
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生物多様性モニタリングの方法論
（技術的アプローチ）
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衛星画像を解析

=

LANDSAT衛星画像

各ピクセルに樹木表面の光
の反射率の平均値が格納

解像度：30m
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リモートセンシング

現地調査



• 衛星画像を用いた超広域生物多様性定量化技術の開発（Fujiki et al 2016）

生物多様性評価技術の開発

Fujiki etal.,2016

研究成果：生物多様性の数値化
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研究成果：生物多様性の数値化

（Fujiki et al 2016）
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研究としての（私の）結論

⚫ 衛星画像等を用いたリモートセンシングは強力
⚫ ただし、現地のデータ（グランドトゥルース）が必須

→現地データ収集がボトルネックになる
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研究としてのアプローチの限界

研究者だけではとうてい無理！

15©2022BIOME INC.



市民科学（シチズン・サイエンス）
市民の、市民による、市民のための科学。
複雑で高度な専門知に立ち入らねばならない場合であって
も、市民がそれを回避せず、しかも専門の細分化に足をす
くわれることなく、生活の総合性をみすえて問題解決にあ
たること

出典：市民科学研究室

GlacierNPS [Public domain]

市民科学
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市民参加型の生物多様性モニタリング
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スマホで市民参加型の
生物多様性モニタリング

• 全世界に40億台以上普及

• モバイル端末を生物分布の
観測拠点に

• AIで生物の名前を特定

アプローチ
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いきものコレクションアプリ

Biome（バイオーム）

生物データ収集の仕組みを構築

モバイルアプリを通して生物のデータを収集、コンテンツ
に還元することで、さらにデータ収集力・影響力を高める

生物多様性を
楽しみながら調査！
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サービス



大切なこと①：
道徳ではなく欲求に訴求

20©2022BIOME INC.



ゲーム感覚でいきものをコレクション
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いきもの好き同士の
活発なコミュニケーション
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国内最大級のいきものSNS



大切なこと②：
ハードルを下げる
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いきもの全種に対応した名前判定AI

⚫ 国内全種 約100,000種類に対応
⚫ 生物の「生態学的ニッチ」を取り入れたアルゴリズム

動物モデル（科レベル） Top1: 88.71% Top3: 95.81%
植物モデル（科レベル） Top1: 81.50% Top3: 90.04%

24©2022BIOME INC.
※ 特許：第6590417号、US 11,048,969

技術開発



シンプルな名前判定
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わからなかったら質問投稿
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見分け方コンテンツの強化

⚫ 同定に必要な情報をアプリ
で提供

⚫ 重要な種から順次拡大
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使用している様子
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大切なこと③：
生活をより豊かに
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みんなでつくる図鑑いきものマップいきものクエストレベルアップいきものSNS
毎日更新！ピックアップ 投稿でレベルが上がりバッジが

もらえる
いきものを探して冒険！ 全国のいきものが見られる※ 日本の全種を掲載 約94,000種※

※ 保全の観点から希少種に関してはマップ上では非表示、および撮影地名を非表示としています。
※ 安全面への配慮から菌類・地衣類には対応していません。 30

「いきもの探し」という新たなアウトドアを提案

アウトドア活動を再定義

©2022BIOME INC.



情報の拡充
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⚫ 気づかずに見つけた
外来種・希少種を認
識できるように

⚫ 適切な対応の仕方、
正しい生物との接し
方を伝える



価値観・行動の変容

ステイホームの為、開始し、楽しんでおります。草花、

木を何気なく見るのでなく、知識を得られ、素晴らし

いアプリだと思います。ありがとうございます。

このアプリを使い始めてから公園などでの散歩

が楽しくなりました。また、小さな虫などの名

前も分かるようになって世界が広がったように

思います。

このアプリに出会って生き物探しがより楽しく便利になり

ました。

見つけたものをマイページでライブラリ化できるし、地域

性なども調べられます。今までは見過ごすような地味

（笑）な生き物にも興味や関心を寄せることができるよう

になりました。

これからも息子と一緒に楽しく活用させていただこうと思

います、ありがとうございました。

アプリを使ってからサイトがあることが分かっ

て、生き物を守るためにいろいろな活動をされ

てることを知りました。生き物を守る活動や、

楽しくべんきょうになるアプリをつくってくだ

さってありがとうございます。
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生物のデータ化（数値化）
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ユーザー

70万人

Biomeの普及状況
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リアルタイム生物データ

発見種数：

38,720種

発見個体数：

4,238,551個体
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外来種等の情報を自治体・
研究機関に提供も
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リアルタイム生物データ



外来種の抽出
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ウシガエル
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ヌートリア
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オオキンケイギク



「Biome」での投稿が、中国地方
での初めての生息確認

投稿が新発見につながるケースも多数
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発見例：外来種の拡大



これまで分布しないと
考えられていた大阪府、
静岡県での生息を確認

https://www.nies.go.jp/biodi
versity/invasive/DB/detail/60
530.html

タイワンタケクマバチ
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発見例：外来種の拡大
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生物の分布予測（生物多様性マップ）

• Biomeで収集される生物分布ビッグデータと環境情報を合わせて、
各生物種の分布を予測。様々な地域スケールで出力可能

例）ヌートリア
大阪府（1ｋｍスケール）

大阪市（250mスケール）

©2022BIOME INC. 43



生物の分布予測（生物多様性マップ）
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• Biomeへの投稿を時系列解析し、出現タイミングを予測
• 開花・渡り等の季節の現象にも応用可能

出現予想の例

生物出現予測シミュレーション
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市民・企業の認知向上・行動変容
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クエスト

データ収集の仕組みを
外部組織と共有

通常のデータ投稿だけでは不足していたデータに対し
てクエストを発行して収集を強化
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プラットフォーム機能
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事例：環境省との取組み
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事例：大阪府での一斉生物調査

大阪府内の外来種の分布を一斉調査。在来種も含めて、3カ月で13,000件
のデータを収集。

©2022BIOME INC.



事例：神戸市外来カミキリ調査

街路樹に被害を与える

ツヤハダゴマダラカミキリを

市民調査

神戸市長も会見
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東京都足立区での生物調査イ
ベントを実施

実施に当たっては、区内の学
校にチラシを配布

市民向け公表資料も作成

事例：東京都足立区での生物調査

©2022BIOME INC.
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京産大・企業・茨城県守谷市と連携
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京都産業大学、東邦レオ、福山コンサルと連携し、
茨城県守谷市でグリーンインフラ（GI）に関する市民生物調査や
インセンティブ設計を実証実験中

事例：守谷市グリーンインフラ調査
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事例：京都府城陽市でのICT教育

京都府城陽市の小学校で配布
されている教育用タブレット
にBiomeを導入

生物を探しながらプログラミ
ングやAIの仕組みを学べる
ICT教育を実施。
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事例：白浜町（和歌山県）での観光事業

地域回遊促進型クエストの作成
自然公園や釣り体験、動物園訪問などを周遊するチェー
ン形式クエストを配信。

教育旅行学習
「SDGs」「生物多様性」を題材にした教育型観光旅行
としてツアーを造成し、クエストを学習補助コンテンツ
として活用。
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⚫ データ提供
⚫ モニタリング（調査）
⚫ 教育
⚫ イベント
⚫ エコツーリズム
⚫ ブランディング
⚫ 都市計画

55

100件以上の保全プロジェクト

©2022BIOME INC.

データ・アプリを用いた環境保全PJ
リピート率80％



取組中の課題一覧
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第1の危機（開発など人間活動による危機）
土地利用、乱獲・盗掘
→OECM、TNFD、ESG投資、SDGsの資金呼び込み、グリーンインフ
ラ支援ツール

第2の危機（自然に対する働きかけの縮小による危機）
里地里山
→コミュニティ活性化のための機能開発

第3の危機（人間により持ち込まれたものによる危機）
外来種、農薬
→外来種アラート、害虫アラートの開発、農薬規制の標準ツール

第4の危機（地球環境の変化による危機）
気候変動
→影響評価、現状把握（気候変動調査、生物季節観測）
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